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園生活に慣れて 元気に過ごす子どもたち

新年度が始まって約2ヶ月が経ち、朝、家が恋しくて泣いていた子どもも笑顔

で1日をスタートできるようになってきました。保護者の皆さまには朝夕の送迎

や、着替えの準備などでお世話になり、ありがとうございます。

自分たちで考えて計画･行動

～ 遠足 『くつきの森』 ～

5月11日、月組の

園児が『くつきの森』

へ遠足に出かけまし

た。ねらいを「自然の

中で好きな遊びを見

つけ、伸び伸びと思う存分楽しむ」とし、イモリを捕

まえたり泥んこの中に裸足で入って自然を楽しん

でいました。

【自分たちで計画・行動】

｢くつきの森で何をして遊

びたい？」｢何を持って行け

ばいい？｣遠足に行く前、園

庭で遊んでいる子ども一人

ひとりに保育者が子どもたちに聞いているのです。

「初めて行くところで何ができるのか、わかるのか

な」｢幼児が持ち物を考えられるのかな｣これが私

の感じたことでした。ところが心配無用、昨年に1

歳上の先輩から聞いていた様子を思い出して遊

ぶ内容や持ち物などを自分で考えていました。そ

してくつきの森では自分で考えた遊びを楽しみ、お

昼の時間は、自分たちで食べたくなった頃にお弁

当を出して頬張っていま

した。園に帰ってからはホ

ームで年下の園児に｢ア

カハライモリをいっぱい捕

まえた｣｢木登りして楽し

かった」などと話し、聞いていた園児は来年や再来

年の遠足を楽しみにしている様子でした。

【捕まえた生き物は元のところへ】

アカハライモリを捕まえた園児がたくさんいました

が、現地で指導してくださった方の｢アカハライモリ

はこれからくつきの森で卵を産むんだよ｣というお話

を聞き、全て自然に戻していました。アカハライモリ

へのやさしさを感じた一時でした。

【自分のことは自分でできる子どもに】

園児の荷物置き場でのことです。園児の脱いだ

靴下が散らかっているのを見た現地での指導員の

方が「年々、どこの園でも、自分の物を片付けられ

ない子どもが増えている気がします」と一言。この言

葉に私自身、ドキッとしました。藤波の保育者は園

児に｢どうしたらいい？｣｢他の人、どう思うかな？｣を

連発し、何かできた時には「すごい！自分でできた

ね！｣と褒めることの連続です。ところが、園児への

対応に慣れない私はつい、答えになることを言った

り、手を差し出したりしてしまいます。保護者のみな

さん、おじいさん、おばあさん、子どもの成長を止め

るようなことをなさってはいませんか？



笑顔いっぱいの運動遊び

「株式会社リーベ」さんにお願いし、月に１回程

度、運動遊びを行っています。遊戯場に置かれた

数種類の遊具で、園児は休む間もなく動き回って

遊び、みんな笑顔い

っぱいで楽しく運動

しています。｢リーベ

式運動遊び｣の特徴

として｢『できる』『で

きない』を気にせず自然体で動き出すこと｣｢誰も

が主役になれること｣｢順番待ちをせずに動き続け

ること｣を基本に、前回は“物を通して人との関わり

を経験”できるように設定していただきました。子

どもたちはとても楽しそうに動き回り、｢おもしろか

った｣｢もっとやりたい｣｢次も楽しみ｣などと言って

いました。

万が一に備えて避難訓練

万が一に備え、月に１回の避難訓練を行ってい

ます。４月には避難の方法を絵カードで園児に伝

え、５月には火災を想定して月･星組の園児が園

庭に避難しました。そしてその様子を花･雪組の園

児が見ていました。訓練の様子を見ていて特に２

つのことに感心しました。１つめは、４月に聞いた避

難の方法をしっかりと実行していたことです。騒ぐ

ことなく、部屋から園庭に落ち着いて移動できてい

ました。２つめは、園庭に移動してからの様子です。

保育者が名簿でひとりずつ確認している際、全て

が終わるまで声を出さずにじっと待っていました。

普段は伸び伸びと元気に過ごしている園児もこの

ときは訓練の大切さを

意識してか「万が一の

ことが起こっても大丈

夫｣と思えるような様

子でした。

花まつり 園で開催

以前は青柳仏教

会のお寺で行って

いただいていました

花まつりを、園で行

いました。

花まつりに先立ち、月組の園児が河合理事長

から紙芝居｢ブッダ ～おしゃかさまの一生～」(２２

日に前編、２６日に後編)を聴きました。

４月２６日には月・星組の園児が遊戯場で花祭

りに参加しました。河合理事長から話を聴いた後、

花御堂に置かれた誕生仏に甘茶をかけ、紙芝居

などのお話から感じるものがあったのでしょうか、

手を合わせて拝んでいました。その後、園児は甘

茶を少しずつ

いただき、多く

の園児が｢おい

しい｣と言って

いただいていま

した。

花まつりに際して青柳仏教会からお菓子と風

船、シール、はがき、散華をいただきました。ありが

とうございました。

ご寄付をいただきました

昨年１１月に特定公益増進法人に認定され、ご

寄付をお願いしていたところですが、以下の方々

からご寄付をいただきました。

青柳仏教会、白井恭子さん、酒井良枝さん

梅村頼子さん、河合吉輝理事長

主に園庭の樹木の整備、植樹、芝生の手入れを

する機械の購入、砂場の整備などに使わせていた

だいております。 ありがとうございました。


